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表紙絵（スマトラ島ブラスタギ）について  

清原嘉彦 

 

昔の住友本社時代に、北スマトラのトバ湖周辺に植林した、約 1.5万 Haの植林地見学の為、ブラス

タギに入る。高原のロッジの近くの公園からの、火山シナヴン山を観て驚く。周りの大型のサルビ

アの高山植物群の美しさが忘れられない。 
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はじめに 

 

今回の「インドネシア専科 Ｂ 地誌編」刊行の趣旨は先行の「風土編」で述べたとおりでありますので割愛

します。写真も地図もない文章だけの地誌の記述は殺風景の感は否めませんが、インターネットと併用する

ことでご寛容いただきたく思います。 

ところで「地誌」なる用語ですが、地誌とは地域事情の総括の意味で使用しています。およそ 20年前、イン

ドネシア各地の地誌を書き並べたものが次第に発展拡大したものが現在の「インドネシア専科」です。この意

味では「インドネシア専科」全 8編の中では最も思い入れの深いのが地誌編です。 

海外旅行が盛んになり各種ガイドブックが刊行されています。一般にガイドブックは観光案内書です。一

方、歴史や社会、文化になると専門書の記載は難しく敬遠したくなります。本冊子の「地誌」の狙いは地点ガ

イドに歴史、文化、社会などの地域事情を盛り込んだものであります。 

一般に地理と歴史を別分野に切り離していますが、私は地理と歴史は不可分であり、一体として語るべき

と思いその表れが地誌です。ラッフルズの「The History of Java」は「ジャワ史」でなく「ジャワ誌」と訳されるの

は history という名のもとに森羅万象を網羅しているからです。 

インドネシアを知るためには見て廻ることですが、広いインドネシアですから隅々まで廻ることは非現実的

であります。しかしながら訪れる機会のあった所の歴史的背景や文化的異議を知れば愛着もまします。まだ

行ったことのない所の事情をも知ることによってインドネシアの全体像が鮮明化してくると考えます。 

 

2007年 8月  

 

著者しるす 
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編者前書き 

2018 年に亡くなった大槻重之さんから生前にこの「インドネシア専科」をもう一度インターネットに挙げてほ

しいと依頼されたのでここに編集して掲載するものである。 

編集にあたって、巻末の注を脚注に異動し、必要に応じて「編者註」も追加したものである。 

図と写真は編者が作成・撮影して本文に追加したものである。 

原文にあった明らかに誤字と思われるものを修正するとともに、原著にあった「ソンゴ」などの鼻濁音は現

地の発音に近くなるように「ソゴ」に改めた。 

 

2019年 6月 

 

編者 田口重久 <omdoyok@infoseek.jp> 
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